
ー

､

り

n

Ul

一

♯

もー

曹

評

植
田

捷
雄
著

『

支
那
に

於
け
る

租
堺
の

研
究
』

内

田

直
.

作

本
年
二

万
末
国
民
政
府
遠
都
二

週
年
に

際
し
て

､

天

津
並

に

廣
東
の

英

国
租
界
の

行
政
権
の

日

本
側

現
地

代
表
か

ら

国
府
側
へ

の

移
官
の

式
典
が

行
は

れ
､

代
つ

て

中

国
人
を

署
長
と

し

邦
人
を

参

事
と

す
る

特
別
行
政
置

各

署
の

設
置
を

見
る

に

至
つ

た
｡

支
部
事
欒
勃
老
後
租

界
の

中
立

性
の

名

に

依
り
て

重
慶
側
の

政
治
的
金

融
的
撹
乱
工

作
を

歎
過
援
助
し

､

藍

衣
杜

､

共
産
窯
等
の

如
き
恐
怖
圏
鰻
の

巣
窟
化
し

て

居
た

英
国
租
界
が

完
全
に

治

嫁
す
る
に

至
つ

た

こ

と

ほ
､

南
方
に

於
け

る

英
米
側
各
取
壊
他
の

隋

落
と

共
に

塞
に

慶
賀
に

囁
へ

な
い

と

こ

ろ

で

あ
る

ぎ
り

乍
ら

､

支

部
に

ほ

上

海

共
同
租
界
を

始
め

鞍
多
の

各
国
租
界
が

厳
然
と

し
て

残
存
し

､

そ
の

政
治

的
､

経
済
的
多
彩
性

､

国
際
的

､

法
娩
的

複
薙
性
か

ら

し
て

租
界
問
題
の

書

評

解
決
は

大

東
亜
建

設
の

重
要
課
題
と
し

て

取
残
さ
れ

､

倍
ほ

今
後
度

重
な

る

試
錬
を

桓
な
け

れ
ば

な
ら
な
い

も
の

と

複

測
さ
れ
る

｡

か

か

る

支

部
に

於
け
る

租
界
問

題
に

閲
し
て

､

昨
秋
公
刊
さ

れ
た

現
東
洋
文
化

研
究
所
嘱

託
植
田
達
雄
民
の

｢

支
部
に

於
け
る

租
界
の

研
究
+

は
こ

の

万
両
の

唯
一

の

根
本
的
研
究
と
し

て

推
す
こ

と
が

出
来
る

｡

本
書
は

同
氏
の

十
年
間
飴

に

亙
る

研
鎮
の

成
果
で

あ
り

､

先
の

｢

支
部
租
界
論
+

(

昭
和
九

年
)

､

｢

脅
補
支
部
租
界
論

二
昭
和
十
四

年
)

に

次
い

で

三

度
日
に

完
成
さ

れ
た

と
こ

ろ

の

も
の

で

あ
る

｡

倍
ほ

､

著
者
に

は

別
に

｢

支
部
外
交
史
静
+

(

昭

和
入

年
)

､

ク

ラ

イ

ド

原
著

｢

清
洲
に

於
け
る

列
囲
学
部
+

(

昭
和

十
年

)

､

｢

重
安
列
国
権
益
概
静
ニ

(

昭
和
十
四

雪
が

あ

り
､

支
部
に

於
け
る

国
際

上

の

諸
問
題
に
つ

き
極
め

て

造
詣
決
き
こ

と

が

窺
は

れ
る

｡

こ

本
署
ほ

前
編

､

租
界
の

歴
史
的
研
究
と

､

後
編

､

租
界
の

法
得
的
研
究
の

爾
編
か

ら

成
立

す
る

｡

そ
の

特
色
を

要
約
す
れ
ば

､

先
づ

第
一

に

は

歴
史

的
箕
琵
的
研
究
で

あ
つ

て
､

後
編
の

法
律
的
研
究
に

於
て

も
終
始
歴
史
的

一

)ヽ

現
賓
に

即
し
て

の

法
理

諭
で

あ
る

こ

と

で

あ
る

｡

第
二

に

ほ

真
部
租
界
の

6 7
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一

橋

論

叢

第
九

巻

帝
大

競

包
括

的
研
究
で

あ
つ

て
､

最
重
要
な
上

海
租
界
に

つ

皇
削

後
編
の

大
牛
を

割
か

れ
る

が
､

倍
ほ

そ
の

飴
の

租
界
に
つ

い

て

の

全
般
的
研
究
に

も
力
を

注
が

れ
て

居
る

｡

長
く
支
部
に

滞
在
し
て

租
界
内
生
活
の

現

賓
に

梱
れ

､

後
東

方
文
化
畢
院
に

於
い

て

贋
く

和

深
洋
の

資
料
を

渉
増
せ

ら

れ
た

著
者

に

し
て

始
め
七

賃
L

う
る

業
績
と

言
へ

よ

う
｡

前
編
の

租
界
の

歴
史
的
研
究
の

希
一

章
に

於
て

著
者
は

層
宋

時
代
の

贋

州
及
び

泉
州
に

於
け

る

｢

蕃
坊
+

か

ら

誇
き
起
し

､

甜
代
葡
萄
芽
人
の

占

接
し

た

激
門

､

清
代
の

虞
東
十
三

行
夷
館
に

詮
き
及
び

､

こ

れ
等
の

何
れ

も
ほ

條
約
に

よ

り

確
認
せ

ら

れ
た

も
の

で

は

な
い

が
､

事
宣
上
の

居
留
地

と
し

て

租
界
の

前
身
を
こ

こ

に

見
出
す

｡

第
二

葦
に

於
て

は
一

入

四
二

年
の

英
文
南
京
條
約
に

よ

り
條
約
上
玉

捲

に

放
け
る

英

国
人
の

居

任
貿

易
権
が

確
認
さ

れ
､

一

入

四
五

年
に

創

設
さ

れ
た

上

海
英
国
租
界
そ
の

他
支

部
全
土

に

亙
る

各

国
租

界
制
度

降
立
の

起

粘
と

な

り
､

そ
の

後
一

入

六

≡

年
上

海
英
国
租

界
は

米

国
租

界
を

吸

収
し

て

成
立

し

た

今
日
の

共
同
租

界
､

一

入

四

九

年
に

創
設
さ

れ
た

上

海
俸

国

租
界
を

始
め

と

し
､

天

津
､

漢
口

､

廣
東

､

薮
浪
瞑

､

歴
門

､

塩
江

､

九

江
､

温
州

､

蘇
州

､

杭
州

､

沙
市

､

編
州

､

重
慶

､

蕪
湖

､

寧
汲
に

於
け

る

各
国
租
界
の

歴
史
的

､

包
括
的
研
究
を

試
み

る
｡

第
三

章
に

於
て

は

第
一

次
散
洲
大

戦
後
支
部
に

勃

然
と

し
て

軽
頭
し

た

不

平
等
條
約
撤
厳
運
動
の

開
始
と

共
に

動
揺
す
る

に

至
つ

た

各
租
界
の

主

I

･
ヰ

要
事
件
を

分
析
解
語
す
る

｡

一

九
一

七

年
の

鞠
嘆
租

界
の

同
収
を

第
一

歩

7 6
′

√
U

と

し
､

一

九
二

四

年
の

露
囲
租
界
接
収

､

一

九
二

七

年
の

英
国
の

漠
口

､

九
江

､

一

九
二

九
年
に

は

張
江
租
界
の

同
牧

､

同
年
の

天

津

白
耳

義
租
界

の

自
費
的
返
還

､

一

九
三

〇

年
の

置
門
真
国
税
界
の

接
収

､

叉
同
牧
最
も

困
難
な
上

海
租
界
に

勤
し

て

も
支
那
人
の

参
政
権

､

越
界
道
路
同
収

､

脅

審
簡

門
の

接
収

､

工

場
法
適
用
問

題
に

闘

聯
し
て

漸
進
的
快
復
を

企
て

た

こ

と

に

語
き
及
び

､

更
に

､

一

九
二

石
年
支
那
事
攣
勃
妻
後
英
米
重
慶
側

の

膏
秩

序
の

接
粘

化
し

た

上

海
､

天

津
､

薮
浪
瞑
の

三

租

界
と

我

国
と
の

間
に

生
じ

た

重
大
な
摩

擦
に
つ

き
一

九
四

〇
年
定
に

ま

で

及
ぶ

綿

密
な

宜

讃
的
検
討
を

以
て

前
鼠
の

歴
史
的
研
究
を

終
る

｡

三

後
編
の

租
界
の

法
律
的
研
究
に

於
て

は

先
づ

研
究
の

封
象
で

あ
る

｢

外

国
租
界

+

を

以
て

｢

専
ら

外
国
行
政
権
の

行
使
せ

ら

れ
る

地
域

+

と

し
､

外
国
行
政
権
の

行
使
さ

れ
な
い

外
文
典
管
居
留
地
た
る

芝
累

､

自

閉
商
埠

鞄
で

あ
る

済
南
等
の

如
き
は

除
外
す
る

｡

現
代
支
部
の

外
交
問
題
と
し

て

重
野
な
る

も
の

が

｢

外
国
租
界

+

た

る

以

上

歴
史
的
現
賓
に
立

脚
す
る

沃

理

論
を

重
要
視
す
る

著
者
の

立

場
か

ら

す
れ
ば

､

そ
れ
は

常
然
の

犀
結
で

あ
り

､

モ

ー

ル

ス

+

ウ
ヰ

ロ

ビ

ー

の

如
き
英
米
聾
者
と

ほ
こ

の

沸
立

場
を

異
に

す
る

｡

准
つ

て
､

著
者
に

従
へ

ば
､

租
界
の

分
類
は

一

国
専
管
租
界

-

琳



】
斗

♯

及
び

列
国
共
同
租
界
の

二

種
に

掃
着
す
る

｡

租
界
の

法
律
的
取
按
の

解
明
に

際
し

て

も
､

歴
史
的
に

列
国
が

一

入

四

二

年
の

英
文
南
京
條
約
よ

り
一

入

七
大

年
の

英
支
芝
宋
債
約
に

至

る

諸
膝

約
を

彊
張
強
化
せ

し
め

て

設
定
し

た

｢

属
人
的
規
定
の

延

長
+

た

る

初
期

に

於
け
る

租
界
と

､

一

入

九
六

年
の

日

清
北
京

議
定
言
及
び

そ
れ
以
後
の

諸
侯
約
に

塞
き
設
定
し

た

｢

領
土

的
利
益
の

性
質
+

を

伴
ふ

近

代
に

於
け

る

租
界
と

に

分
別
し
て

考
察
す
る

｡

前
者
に

関
し

て

は

主
と

し

て

上

海
共

同
租
界
と

上

海
帰
国
租
界
に

つ

き
論
述
し

､

そ
れ
等
ほ

條
約
上
の

棍
接
は

滞
窮
で

あ
る
が

､

唯
｢

歴
史
的
蒙
罷
の

結
果

､

事
態
の

現
状
が

国
際
秩
序

に

合

致
す
る

も
の

と
の

一

般
的
確
信
を

生
ぜ

し

む
る

に

足
る

期

間
+

の

樫

過
す
る

以
上

時
効
的
権
利
と

し
て

蔑
む
る

の

外
な
し

と

す
る

｡

後
者
の

比

較
的
近

代
に

於
て

定
め

ら

れ
た

各
国
租
界
の

行
政
権
に
つ

い

て

炒
､

そ
の

設
定
時
に

際
し

て

交
換
せ

ら

れ
た

取
梅
吉
乃
至

協
定
に

よ

り

紺
確
に

倹
約

上
の

限
接
を

有
す
る

こ

と
を

認
め

る
｡

次
い

で
､

租
界
と

開
港
場
と
の

地
域
的
関
係
に

つ

き
｢

開
粍
場
即
ち

外

国
租

界
な
り
+

と
の

支

那
例
語
を

一

蹴
し
て

､

租
界
は

開
港
場
の

上
に

電

ね
ら

れ
た

る

新
た

な
る

権

利
で

あ
り

､

外
国
租
界
は

開
港
場
の

一

部
に

し

て

全

部
に

非
ず

と

す
る

詮
の

法
理

上
の

正

常

性
を

棍
接
づ

け
る

｡

租
界
行
政
権
の

内
容
ほ

属
地

的
な
る

も
支

那
国
領
土

主

権
の

委
譲
で

な

71 0

く
､

純
然
た

る

｢

地

方
的
乃
至

市
政
的
確
離
こ

に

限
ら

る
べ

き
も
の

で

あ

書

評

1･

一

姫

り
､

政
治
的
或
は

軍
事
的
事
項
に

亙
る
こ

と

を

得
ぎ
る

も
の

と

し
､

嘗
つ

て

英
米

が

第
三

国
乃
至

支
部
囲
に

勤
し

て

租
界
自
鮭
の

中
立

性
を

主
張
し

た

如
き
ほ

権

限
外
に

属
す
る

も
の

と

高
め

る
｡

浸
い

て
､

租
界
行
政
権
と

支

部
国
民
の

参
政
権

､

居
住
権

､

土

地

所
有

権
と

の

関
係

､

延
い

て

は

第
三

国
並
に

設
定
国
乃
至

は

関
係
国
と

の

関
係

に

つ

き
詮
き
及
ぷ

｡

更
に

､

租
界
行
政
権
の

及
ぶ
べ

き
範
囲
が

租
界
内
に

限
ら

る
べ

き
も
の

と

す
る

原
則
に

封
す
る

重
要
な
例

外
と

し
て

､

上

海
共

同
租

界
の

越
界
道

路
行
政
の

法
律

的
棍
接
と

そ
の

内

容
を

好
か
に

す
る

｡

後
編

第
玉

章
に

於
て

は
､

租
界
の

組
織
に

つ

き
自

治
主
義

､

官

僚
主
義

､

折
衷
主

義
の

三

類
型
に

分

別
観
察
し

､

共
同
租
界
乃
至

英
国
租
界
は

自
治

主

義
､

帰
国
租
界

､

伊
大
利
租
界
は

官
僚
主

義
､

日

本
租
界
は

折
衷
主

義

に

属
す
る

も
の

と

し
､

各
個
劇
的
分
析
を

行
ひ

､

更
に

租
界
内
に

於
け
る

司
沃
関
係
に

つ

き

禽
審
制
度
と

領
事
裁
判
権
制
度
に

分
つ

て

認
明
し

､

そ

れ
等
が

租
界
行
政
権
の

十
部
と
し

て

諷
め

ら

れ
た

る

租
界
固
有
の

も
の

で

な
く

､

租

界
内
の

司
法

制
度
は

支
部
全
土

一

般
に

行
は
る
べ

き
も
の

で

あ

る

こ

と

を

覗
か

に

す
る

ひ

次
い

で
､

租
界
の

土

地
関
係
に

つ

き
土

地
永
租

擢
の

性
質
と

形
式
に
つ

き
語
き
及
び

､

永
租
権
の

土

地
所
有
権
認
を

排
し

､

領
土
の

割

譲
に

非
ぎ
る
こ

と

を

諭
ず

る
a

第
六

葦
に

於
で

は

租
界
と

戦
寧
及
び

内
観
に
■

つ

き
(

こ

専
管
国
と

長

都
と

が

哉
時
関
係
に

あ
る

場
合

､

(

二
)

専
管
囲
と

第
三

国
と
が

戦
時
闘

る77
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b
‖
Ul

一

橋

論

叢

第
九

春

第
大
浜

係
に

あ
る

場

合
､

(

≡
支

部
園
と

第
≡

国
と

が

戦
時
関

係
に

あ
る

場
合

(

四
)

第
≡

圃
相
互

間
が

戦
時
関
係
に

あ
る

場
合
に

分
別
し

て

語
賭
す
る

｡

第
一

の

場
合
は

租
界
を

設
置
し

た

條
約
は

戦
時
中
そ
の

衆
力
を

停
止

す
る

■
が

､

滑
滅
す
る

も
の

に

非
ぎ
る

こ

と
､

第
二

の

場

合
は

租

界
ほ

営
然
中
立

地
域
た

る
べ

き
で

あ
る

が
､

過
去
に

於
て

こ

の

原
則
に

相
反
す
る

事
賓
の

あ
る
こ

と
､

夢
二

の

場
合
も
亦
租
界
は

許
興
せ

ら

れ
た

租
界
行
政
権
の

範

囲
内
に

於
て

専
管
図
の

領
土

と

同
じ

く
中
立

的
地
位
を

有
す
る

こ

と
､

最

後
の

場
合
は

租

界
は

戟
雫
に

よ
つ

て

何

等
の

影
響
を

受
け
な
い

こ

と

を

原

則
と

す
■る

こ

と

を

紺
か

に

す
る

｡

_

第
七

章
に

於
て

は

前
章
と

別
節
の

立

場
に

於
て

支
部
を

舞
蔓
と

す
る

内

乱
叉
ほ

国
際
哉
寧
に

際
し
て

の

租
界
の

中
立
■

に
つ

き
主
と
し

て

上

海
租

界

を

中
心

と

し
て

論
ず
る

｡

即
ち

､

租
界
固
有
の

中
立
ほ

法
理
上

全
く

存
在

の

飴
鞄
な
く

､

又
租
界
の

｢

中
立

的
慣
行

+

も
過
去
の

幾
多
の

尊
貴
に

於

て

成
立

の

鉄
砲

な
き
も
の

で

ほ

あ
る

が
､

唯
支
部
の

如
く

内

乱
又
は

暴

動

絶
ゆ
る

こ

と

な
く

､

ま

た

そ
の

国
家
的
能
力

微
弱
な
る

囲
に

於
て

､

在
留

外
国
人
の

生

命
財

産
が

急
迫
せ

る

危
険
に

直
面
す
る

場
合

､

関
係
列
国
の

自

衛
樺
孝

動
に

基
く
こ

れ
等
在

外
臣

民
の

保

護
が

結
果
に

お
い

て

租

界
を

中
立

的
状
態
に

置
く
の

外
闘
を

呈
す
る

に

過
ぎ
な
い

も
の

と

解
す
る

｡

最
後
の

第
八

草
に

於
て

ほ
､

租

界
と

類
似
す
る

北
京

公
使
館
宮
城

､

租

借
地

､

.
鋳
造
租
借
地

､

タ

ン

ヂ
ー

ル

国
際
部
市
と
の

差

異
を

検

討
し

､

租

む

ヰ

界
は

そ
の

何

れ
と

も
法
理

上
の

性
質
を

異
に

す
を

も
の

で

あ

り
､

究
極
に

坤

於
て

エ

ス

カ

ラ

と

同
様
租
界
ほ

｢

如
何
な
る

現
存
の

法
律
的
範
疇
に

も
屠

6

せ

ぎ
右

も
の
+

と

の

論
決
を
下

す
｡

大
東
塵
哉
寧
の

勃
登
後

､

天

津
及
び

廣
東
に

於
け
る

英
国
租
界
の

支
都

側
へ

の

移
管

､

溝
口

第
三

特
別
底
の

東
都
側
接
収
と

な
り

､

敵
性
租
界
の

蔓

陰
に

よ
つ

て

租

界
問
題
は

急
速
な

展
開
を

示

し
て

居
る

が
､

倍
ほ

全

般

的
な
租

界
問
題
の

解
決

方
法
に

関
し
て

は

幾
多
の

論

読
の

飴
均
が

残
さ

れ
､

本

書
も
結
末
に

於
て

租
界
の

漸
進
的
撤
靡
か

即
時
同
放
か

の

憶

測
を

述
べ

る
こ

と

に

依
つ

て

終
始

符
が

打
た

れ
る

｡

倍
ほ

､

租

界
の

功

罪
に

関
し

て

は
､

著
者
ほ

結
論
に

於
て

外
国
人
乃
至

支
部
人
に

輿
へ

る

讃
利
益
と
し

て
､

一

､

.

政
治
上

の

利
益
(

反
面
よ

り

見

れ
ば

支
那
国
主

橙
の

侵
害
)

､

二
､

通
商
貿
易
の

保
護

二
ニ

､

生

命
財
産
の

保
護

､

四
､

支
部
人
に

封
す
る

行

政
上

の

垂

範
､

を

撃
げ

､

そ
の

反

面
重

大
な
る

弊
害
と

し
て

ほ
､

一

､

陰
謀
の

策
源
地

､

〓
､

犯

罪
の

巣

窟
､

≡
､

寡
頭
政
治

､

四
､

租

界
常
局
の

国
際
政
治
闘
輿

､

五
､

支
部
国
主
権

の

侵
害
と

を

挙
げ
る

｡

租
界
に

封
す
る

債
値
判
断
は

こ

れ
等
の

功

罪
を

め

ぐ
つ

て

な
さ

れ
る
ベ

t

既
に

現

質
的

監
別

途
の

如
き
雨
英
国
租
界
の

支
都
側
移
管

､

上

海
･

廿

斗

私



恥l

ノ
漉

ヰ

萩
浪
境
南
共
同
租
界

へ

の

皇
軍
進
駐
等
に

よ
つ

て

租

界
の

敵
性
陰
謀
策
源

地
と
し

て

の

矛
盾
的
傾
向
は

一

掃
せ

ら

れ
つ

つ

あ
る

｡

併
し

乍
ら

､

そ
の

一

面
租
界
が

過
去
に

於
､ て

外
国
人
の

み

な
ら
ず

､

支

部
人
自

鮭
の

通
商
貿

易
.

生
命
財
産
の

保
護
に
つ

き
輿
へ

た

利
為
は

容

易
に
こ

れ
を

蛭
硯
し

得

な
い

｡

支
部
国
内
の

内
乱

､

暴
動
に

反
比

例
し
て

タ

ソ

ク

と
ト

ー

チ

カ

に

放
つ

て

防
備
さ

れ

餞
條
網
の

張
り
め

ぐ
ら

さ

れ
た

租
界
経
済
が

今
日
の

殴

盛
を

致
し

た
こ

と

ほ
､

城
壁
を

以
て

取
囲
ま

れ
を

願
城
郷
村
に

於
け
る

農

民
の

自
衛
的
諸
制
度

､

都
市
に

於
け
る

自
治
国
絶
た

る

同

郷
的

､

商
工

的

ギ
ル

ド

の

普
及
の

傾
向
と

一

脈
相
通
じ

､

租
界

制
度
ほ

そ
れ
等
と

相
併
ん

で

支
部
園
内
の

固
有
な
政

潜
的

､

祉

合
的
諸
事
情
に

基
く
自
衛
的
な
特
殊

的
機
構
と

し
て

も

親
察
し

う

る
｡

か

か

る

特
殊
的

､

萄
態
勢
的
機
構
と

し

て

の

租
界
が

東
亜

新
秩
序
の

確
立
に

よ

り

即
時
的
撤
靡
を
見
る

こ

と

ほ

理

想
的
立
場
か

ら
し

て

極
め

て

望
ま
し

い

と

こ

ろ

で

は

あ
る

が
､

筒
ほ

そ
の

賓
現
に

つ

い

て

は

支
部
園
内
の

政
治
的
赦

禽
的
棲
構
の

諸
現

賓
の

検
討
を

も
軽
祓
し

得
な
い

｡

か

か

る

場

合
､

今
後
の

国
民
政
府
の

育
成
張
化

､

清

郷
工

作
の

進
捗
に

勤
し

大
い

に

期
待
す
べ

き
も
の
■
が

あ
る
と

言
へ

よ

う
｡

吾
囲
が

列
国
に

率
先
し
て

租
界
を
返
還
し

､

国
民
政
府
と

有
力
に

捉
携
し

っ

っ

大

東
亜
共
登
園
の

箕
現
に

邁
進
す
べ

き
秋
の

近

き
こ

と

が

感
ぜ

ら

れ

る

昨
今

､

著
者
の

｢

支
部
に

於
け
る

租
界

研
究
+

の

大

著
の

完
成
を

見
た

こ

と

ほ

極
め

て

意
義
藷
き
も
の

が

あ
り

､

租
界
問
題
の

解
決
促
進
疋

勤
し

書

評

セ

〃

ず

て

多
大
の

貢
献
を

致
さ

れ
た

も
の

と

讃
へ

な

け
れ
ば

な
ら

ぬ
｡

租
界
内
に

於
て

鳶
畏
し

た

洋
行

､

買
桝

制
度

､

商
工

業
圏
鰻
等
租
界
の

経
済
的
側
面
に

勤
し
て

興
味
を

持
つ

小
生
の

如
き
ほ

特
に

こ
の

感
を

無
く

す
る

｡

こ
の

致
､

一

九
二

二

年
に

公
刊
さ
れ
た
フ

ィ

ー

タ

ム

の

上

海
租
界

行
政
調
査
報
告
(

野
竹
｡

ユ
｡

:
F
e

串
｡

ロ
.

〕

苧
.

J

邑
i

富

穿
e
t

F

2
β

-

(
〕

･

声

中

t

O

t

訂

警
告
各
2 .

呂
口

已
已

盲
-

Q

昌
ロ
0

〓
)

夢
芦
各
已

-

器
-
)

が

第
三

編
に

於
て

専
ら

経
済
的
側
面
を

取
扱
つ

た

こ

と

に

も

関
心

が

惹
か

れ
る
の

で

あ
る

｡

租
界
の

現
茸
性
把
握
と

そ
の

将
来
の

政

策
的
検

討
に

勤
し

､

租
界
の

持
つ

経
済
的

意
表
ほ

相
嘗
重
要
疎
も

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ

で

あ
ら

う
し

､

そ
れ
は

今
後
の

租
界
問
題
に

閲
聯
し

て

開
拓
さ
る
べ

き

興
味
あ
る

一

研
究
分
野
と

言
へ

る
｡

筒
ほ

､

小
生
ほ

本
吉
前
編
の

歴
史
的
研
究
の

殊
に

前
年
部
分
に

閲
し
て

貿
易
史
の

親
粘
か

ら

し
て

共
通
の

関
心

を

有
す
る

が
､

そ
の

歴
史
的
記
述

年
代
等
構
確
で

あ
つ

て
､

和
漢

洋
に

亙
る

複
社
多
岐
な
資
料
を

綿
密
に

整

頓
せ

ら

れ
た

著
者
の

労
苦
に

野
し

敬
服
措
く
能
ほ
な
い

も
の

が

あ
る

こ

と
■

を

末
尾
乍
ら

附
託
さ
し

て

頂
く

｡

(

曙

和

十

大

年

九

月
､

巌
絵

堂

書
店
聾

行
.

仝

九
叫

九

頁
)
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